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社会教育委員企画講座
「異世代間のコミュニケーション講座」の成果と課題
　　　　　　　　　　　　　社会教育委員会議長　池沢政子
「異世代間のコミュニケ―ション」講座は、「無縁社会」等と称される今日の社会を鑑み、密な人間関係を構築するための「きっかけづくり」を目指して、3つのテーマから構成されたものである。
また、意見を出し合うだけの社会教育委員ではなく、実際に行動することを通して地域社会やその地で生活する人々の学習ニーズ等について、より多角的な理解を深めようとしたものである。
　講座の概略と、アンケート結果のおおよその分析（母集団の問題や複数回答等が含まれるため）を以下に示し、その成果と課題を述べることにする。

Ⅰ. 企画講座の概略
①第1回目：11月10日（月）14:00～16:00
テーマ：「学びを持って残りの人生を考える」講師：一橋香織先生
・「争（相続ではなく）続と笑顔相続の分岐点」を中心にイラストやご自身の体験を交えて説明。
・終わりゆく人間の遺志をもめることなく次世代に伝えて行くためには、自分の思いを家族につたえるためのコミュニケ―ションづくりが必要であること、つまり、常日頃から、コミュニケ―ションを密に取り合っていることが極めて大切であること、エンディングノートについて解説。
②第2回目：11月17日（月）14:00～16:00
テーマ：「ラクして学ぶ楽しいコミュニケーション術」講師：市川英樹先生
・頭の体操、異世代間の違いと共通点、コミュニケーションを妨げるものをチェック表でチェック、選択理論心理学についてビデオ観賞等。
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・より良い人間関係の築き方、「相手に伝えたいことをどのようにして伝えるか」について、受講者は体験学習。
③第3回目：1 2月1日（月）14:00～16:00
テーマ：「スマホでコミュニケーション体験」講師：高橋さおり先生 他
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 協力者：日本橋学館大学学生
・らくらくフォンの使用方法を教授。
・受講者の各グループに学生4名がスタッフ兼協力者として加わり、実際に異世代とのコミュニケ―ション体験。
Ⅱ.アンケート結果について（別紙アンケート集計結果参照）
○フェイス・シートに関して
①受講者23名：当初予定した50名の半数以下。
◎課題
・集客のための広報の仕方に工夫が必要。
・日程の設定について考慮が必要（働いている場合、月曜日の14:00～16:00は受講が困難）。　　　　
②アンケートへの回答率：65%
◎課題
・「3回の講座を受講後にアンケートの提出」が回答率を下げたと考えられる（途中での提出も可であったが・・・）。
③年齢、性別：回答者の年齢は、50歳代が2人、40歳代と70歳代が同数の4名、60歳代が5名であり、回答者の性別については、女性80% に対して男性は20%である。
◎課題（受講者の割合も同等と仮定した場合）
・講座の内容からしても、幅の広い年齢層（20歳代、30歳代そして50歳代）の受講が望まれる。
・男性も受講できる日程と時間帯の設定が必要。
④地域内での活動：大別すると、子ども関連、地域活動、ボランティア活動が其々３：３：２の割合
◎課題
・多分野からの受講が望まれる。
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○講座内容に関して
①各テーマへの感想・意見は「別紙アンケート集計結果」の通り。
②満足度及び参加動機と上記感想との関連
・講座全体の満足度：5段階評価で表すと4.4点

「よかった」と「ややよかった」の合計が81%であり、「ややよくない」と「よくない」はそれぞれ0％である。
・上記満足度が得られた理由の1側面として、参加動機と受講後の感想との関　　　　　　　　　　　　　　
連があげられよう。
「知識を得たかった」からという者は、そのほとんどが受講後、「これまで知らなかったことを学んだ」と回答している。「テーマに関心をもった」からという者は10名で、参加動機の中で一番高い割合を示しているが、受講後「コミュニケーションの大切さを再認識した、コミュニケーションの方法を学んだ等」と答えている。（「仲間づくり」をしたかった者1名に関しては、その目的を果たしたか不明である。）
・満足度に繋がるその他の要因：　講師の先生方の力量
回答者の80%が、講座は「わかり易かった」「丁寧であった」「面白かった」「楽しく学んだ」等と言った言葉で感想を述べている。
◎成果
・回答者の満足度を見る限り、企画運営した講座に一定の成果はあったと考えられる。
③「今後学ぶ機会があるとよい」について：年代別傾向
・40歳代は、自分が地域社会の中で「何らかの役割を果たす」ことに関連した学習機会があるとよいと思っている。その他「年齢に応じたスポーツ活動」も望んでいる。
・50歳代になると、40歳代での思いに加えて「心身の健康維持」、「自分の生涯の終え方」、「くらしとお金」もプラスされてくる。
・60歳代では、「心身の健康維持」、「自分の生涯の終え方」が増え、「くらしとお金」社会貢献関連についても学ぶ機会があればよいと思っている。
・70歳代は、「心身の健康維持」を4名全員があるとよいと思い、「介護予防・認知症予防」と「自分の生涯の終え方」は其々3名が望んでいる。
◎課題
・各年代層の学習ニーズを踏まえた講座の企画が望まれる。
・市民の詳細な学習ニーズの把握のためには、講座に参加できなかった市内居
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住者、同市内で働いている者あるいは学んでいる者等広い層にわたる人々の意見を聞くことが必要である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ⅲ.全体の所見

　　今回の企画講座を通して、「家族、異世代、地域社会の其々がつながることの大切さ」について考えるきっかけを提供することができたといえよう。さらに、「みんながつながる」という目的達成に向けては、受講者が学習したことを他者に伝えることが重要である。今後は、学びの還元ができるような風土づくりについても研究を進めるべきであろう。

　　冒頭で述べたように、この講座を企画運営した理由は「動く社会教育委員」を実践することでもあった。そうした試みから、前掲したような多くの課題や問題点を実際に発見することができた。今後に向けての課題の発見こそが大きな成果であったと考えられる。

　
　※企画講座のために、テーマ毎の講師の先生方、中央公民館、生涯学習部生涯教育課、社会教育委員会の其々の方々や日本橋学館大学生その他大勢による多大なるご協力があったことを申し添える。
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